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地
域
の
宝 

都
賀
文
化
祭

　
10
月
20
日
〜
11
月
4
日
の
期
間
、
第
42
回
都
賀
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
都
賀
文
化
会
館
で
は
、
華
道
・
書
道
・

手
工
芸
・
水
墨
画
・
日
光
彫
・
陶
芸
な
ど
の
展
示
や
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
よ
る
音
楽
や
芸
能
な
ど
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
都
賀
公
民
館
で
は
「
囲
碁
大
会
」
や
「
第
44
回

都
賀
町
菊
花
展
」
も
行
わ
れ
、

文
化
や
芸
術
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
の
成
果
が
光
っ
た

文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

地域の文化を一同に　西方文化祭
　11月17日・18日の2日間、西方総合文化体育館を会場に、第8回栃木市西
方文化祭が開催されました。会場の展示コーナーでは、絵画、写真、書道、手工
芸品などの作品展示が行われました。また、舞台では、陸上自衛隊第12音楽隊
による記念公演をはじめ、ダンスやコーラス、オカリナ演奏など各団体が日頃の
成果を発表しました。

き
れ
い
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　
国
道
50
号
線
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
、
交
通
安
全
・
美
化

活
動
な
ど
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
11
月
25
日
、
岩
舟
地
域

の
2
つ
の
実
働
組
織
「
静
和
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
「
す
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
会
『
い
わ
ふ
ね
』」
と
が
協
力
し
て
「
み
か

も
の
橋
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。
み
か
も
の
橋
周
辺

に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
は
非
常
に
多
く
、
環
境
美
化
の
普
及
啓

発
活
動
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
清
掃
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

なかねはちまん

地域の農・商・工を様々な側面から楽しむ
　初冬の青空に恵まれた11月17日、藤岡遊水池会館駐車場を会場に、ふじおか産業
祭が行われました。会場では重機の試乗や、農業機械の展示、各種模擬店のほか、
中根八幡遺跡の発掘報告の展示ブースも設け
られました。会場を訪れた約9,000人の皆
さんは、地域の特色豊かな産業を楽しんでい
ました。

　
11
月
9
日
、
大
平

中
学
校
創
立
70
周
年

記
念
式
典
が
、
同
窓

会
役
員
を
は
じ
め
関

係
者
の
方
々
な
ど
、

多
く
の
来
賓
の
出
席

の
も
と
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
長
の
式
辞
、

実
行
委
員
長
挨
拶
の

ほ
か
、
創
立
か
ら
現

在
ま
で
大
平
中
学
校

の
歴
史
を
築
い
て
き

た
来
賓
の
方
々
の
お

祝
い
の
言
葉
に
、
生

徒
達
は
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

さ
と
く 

や
さ
し
く 

た
く
ま
し
く
　

〜
大
平
中
学
校
創
立
70
周
年
〜

子どもたちも一緒になって楽しんだ炭焼き体験
　市内皆川地区で、11月18日・25日の2日間「皆川地区・ふれあい農業体験
冬の部」による炭焼きが行われました。18日は子どもたちも一緒になって原木を
炭窯の中に敷き詰めて火を入れ、25日はできあがった炭を真っ黒になりながら取
り出しました。また、炭で焼いた焼きおにぎりや石窯のピザなども味わい、五感
で楽しんだ冬の農業体験となりました。

▲

実
行
委
員
長
の
挨
拶
に
耳
を
傾
け
る

生
徒
達

▲

美
化
活
動
を
行
う
2
つ
の

実
働
組
織
の
み
な
さ
ん

▲

こ
ん
な
に
大
量
の
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
ま
し
た

▲中学生の皆さんの歌声と音楽隊との
コラボステージ

▲多くの作品が来場者の目を
楽しませていました

▲多くの皆さんが炭焼き体験を楽しみました

▲

各
分
野
の
多
彩
な
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た

▲

芸
能
発
表
で
行
わ
れ
た
参
加
者

全
員
の
「
日
光
和
楽
踊
り
」

▲原木を炭窯の中に入れる子供たち

▲多くの人でにぎわったメイン会場▲最新の農業機械の展示に子どもたちも興味津々


